
《Sand River 瀬戸内 #2110》 
焼成した瀬戸内海の砂、陶粉、他
37 x 30 cm
2026年

《Sand River テムズ川 #1110》  
焼成したテムズ川の砂、陶粉、他
58 x 49 cm
2016年

《Sand River セーヌ川 #1416》  
焼成したセーヌ川の砂、陶粉、他
163 x 130 cm
2019年

◆ 作家ステイトメント

「水辺景 ‒ みずべにけい」
 

大川の流れの辺に景を作る。
 
ギャラリーの展示室は、中庭を囲んで回廊のように連なる。
この部屋の移動の歩みに応じて、床や壁や壁際に陶立体を配し陶粉画と並べる。
空間を感じながら見え隠れするように。視覚と体感と。
 
中庭を囲む部屋の連なりに加え、陶立体、陶粉画の流れで三つの積層を設える。
それぞれに独立し、それぞれと交わる。
その重なりに何が見えるか。
 
借景の大川の水面の煌めきが室内から垣間見えるとき、
作品を見ている此処が中庭と繋がって、さらに何処かの川へと広やかに膨らんで流れ出し、未踏の景をあるく。
そんな妄想をする。

尹 煕倉

* 大川は旧淀川本流でアートコートギャラリーの前を流れる
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